
【
十
月
二
十
二
日
】

■
「
粟
井
村
」
も
テ
ン
ト
出
店

粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
・
産
業
振

興
部
を
中
心
に
「
ち
ら
し
寿
司
」
「
赤
飯
」

「
い
な
り
寿
司
」
「
パ
ン
」
（
人
お
こ
し
）

を
販
売
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
完
売
し
ま
し

た
。
大
変
な
人
気
で
し
た
。
部
長
の
井
上

さ
ん
、
「
み
ん
な
の
協
力
が
と
て
も
よ
た
っ

た
。
」
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
団
結
力
が
災

害
時
に
も
粟
井
を
救
う
力
に
な
り
ま
す
。

●
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ウ

大
道
芸
人
「
京
極
さ
ん
」

岡
山
県
倉
敷
市
出
身
の
女
性
お
笑
い
ピ

ン
芸
人
。
手
品
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ

ウ
で
子
ど
も
の
人
気
を
は
く
し
ま
し
た
。

「
小
林
穂
高
さ
ん
」
、

小
林
穂
高
さ
ん
は
作
東
に
関
係
し
て
お

り
、
俳
優
と
し
て
、
ま
た
、
福
山
雅
治
の
も
の
ま
ね
で
、
今
年
、
本
人
に
似
て

い
る
「
歌
も
の
ま
ね
」
で
プ
ロ
１
６
２
人
中
、
第
一
位
に
な
っ
た
今
が
旬
の
タ

レ
ン
ト
で
す
。
サ
イ
ン
会
に
は
最
後
ま
で
長
い
行
列
が
出
来
ま
し
た
。

●
抽
選
会

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
例
年
の
も

ち
投
げ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
参
加
者
全
員
に
番

号
札
が
配
ら
れ
、
抽
選
会
が
あ
り
ま
し
た
。

■

の
テ
ン
ト
以
外
に
も
出
店
が
き
て
お
り
、
天

15
候
に
恵
ま
れ
た
大
盛
会
の
ふ
る
さ
と
祭
り
と
な
り

し
た
。

作
東
も

元
気
を

取
り
戻

し
ま
し

た

。
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■
認
知
症
に
関
す
る
研
修
会

粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
「
認
知
症
」
に

関
す
る
研
修
会
を
、
今
年
度
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
粟
井
地
区
の
皆
さ

ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
：
十
一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

場
所
：
粟
井
小
学
校
集
会
所
２
階
大
会
議
室

講
師
：
美
作
市
社
協
職
員
２
名

＊
終
了
後
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
第
二
回
福
祉
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
「
粟
井
地
区
敬
老
祝
賀
会
」
の
反
省
と
「
粟
井
地
区
の
生
活
・
福
祉

課
題
」
の
取
組
の
中
間
状
況
の
確
認
で
す
。

＊
終
了
後
、
区
長
は
大
倉
警
部
補
と
「
地
域
安
全
推
進
会
議
」
を
開
催
予
定
。

【
十
月

二
日
】

美
作
市
長
、
政
策
審
議
監
、
保
健
福
祉
部

長
、
市
議
会
議
員
、
湯
郷Belle

高
橋G

M

、
、

安
来
教
室
と
大
阪
泉
大
津
教
室
職
員
等
の
参

加
の
下
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
「
美
作
粟
井
教
室
」

の
開
校
式
が
あ
り
ま
し
た
。

ご

挨

拶

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

伊
藤

純

2023

年10

月2

日

粟
井
小
学
校
跡
地
に
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

美
作
粟
井
教
室
が
開
校
し

ま
し
た
。
粟
井
地
区
の
方
々
へ
の
ご
説
明
を

何
度
か
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
我

々
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
障
害
児
通
所
支
援
事

業
と
い
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を
行
い
ま

す
。
粟
井
地
区
の
皆
様
す
べ
て
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
は
足
ら
な
か

っ
た
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ん
。
、
粟
井
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
々
か
ら
の
強
い
ご
期
待
と
ご
要
望
も
あ
り
、
な
ん
と
か
開
校
に
繋
が
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
地
域
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
利
益
・
幸
福
を
追
求
し
て
い
く

教
室
の
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

職
員
に
は
、
湯
郷
ベ
ル
の
選
手
が
加
わ
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
、
専
門
療
法
士
を
招
い
て
の
療
育
、
プ
ロ
で
活
躍
さ
れ
る
様
々
な
業
界

の
方
と
の
垣
根
を
飛
び
越
え
な
が
ら
連
携
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
活
動

に
も
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

廃
校
と
な
っ
た
場
所
か
ら
日
々
子
ど
も
た

ち
の
笑
い
声
が
地
域
に
響
く
よ
う
に
、
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス
が
響
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
全

に
配
慮
し
、
子
ど
も
た
ち
も
、
地
域
で
生
活

を
さ
れ
る
皆
様
に
も
安
心
し
て
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
が
笑
顔
で
関
わ

れ
る
環
境
を
作
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

相川幹裕今太木材代表

【
十
月
十
六
日
】

【
十
月

四
日
】

エ
ゴ
マ
部
会
会
員
に
よ
る
研
修
会
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
圃
場
を
回
り
、
今

年
の
生
育
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
栽
培
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
雀
対
策
と
雑

草
対
策
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫
時
期
に
つ

い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
恒
例
と
な
っ

た
能
登
香
の
里
小
房
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

で
の
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
話
題
の
一
つ
が

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
し
た
。
な
か
な
か
理
解
で

き
ま
せ
ん
。

改
選
に
当
た
り
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
で
は
、
農
業
委
員
会
委
員
候
補
に
梶

原
の
安
東
泉
氏
を
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
に
、
鷺
巣
の
山
本
友
之
氏

を
推
薦
し
ま
し
た
。
十
月
十
七
日
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
中
間
公
表
、
十
月
三

十
一
日
公
募
〆
切
り
、
十
一
月
六
日
最
終
公
表
、
十
二
月
美
作
市
農
業
委
員
候
補

者
評
価
委
員
会
を
開
催
、
二
月
下
旬
美
作
市
議
会
に
同
意
議
案
を
上
程
、
四
月
一

日
美
作
市
農
業
委
員
会
任
命
書
交
付
式
（
農
業
委
員
）
、
四
月
美
作
市
農
業
委
員
会

委
嘱
状
交
付
式
（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）
の
予
定
で
決
ま
り
ま
す
。

[

編
集
後
記]

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
粟
井
小
学
校
が
閉
校
し
て
約
八
年
、

や
っ
と
粟
井
小
学
校
に
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
校
舎
の
利
活
用
を

検
討
し
て
十
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
行
政
と
共
に
紆
余
曲
折
を
経
て
、

ま
ず
人
お
こ
し
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
カ
フ
ェ
」
が
水
曜
日
限
定
で
開
設
さ
れ
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
ル
ー
ム
」
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回

の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
美
作
粟
井
教
室
の
開
校
で
す
。
長
く
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
粟
井
地
区
の
方
々
や
「
料
理
研
究
」
グ
ル
ー
プ
の

方
達
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１．不登校特例校の新設につい
て
・場所を旧江見商業跡地から作
東総合支所１階に移した経緯に
ついて説明を受けました。
・名称は学びの多様化学校「美
作市立樸（あきら）学園[中学
部]」となります。
・令和７年４月１日開校予定
２．今後の課題
・作東総合支所一帯の利活用に
ついて
・旧江見商業高等学校跡地の利
活用について
この２点を重点的に協議します。


